









































































































































































































































































































































































































文例1 文例2 文例3 文例4 文例5
ニュース文A　　　（％） 22．2 33．3 36．2 16．7 1L1
ニュース用案文B（％） 75．9 96．3 94．4 100．0 88．8
これらのことより，今回作成したニュース馬の案文は，貸本語初級後半から中級前半程度の非
N本語話者にとって，非常に理解しやすいN本語であること，また，通常のNHKニュースを聞
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いたときよりも理解度は著しく高くなっていることから，災害時の情報を円滑に伝える上で，と
ても有効な伝達手段であることが確認された。
7．5．今後の課題
　私たちは，本実験の前に霞本語能力が中級後半から上級の非日本語話者4名（大学の学部学生）
を対象にした予備実験を行っている。A・B両方の文を聞かせた後で，詳しいコメントを求めた
ところ，Aに対しては「全然わからない」という反応がほとんどであった。わずかに聞き取れた
「ガス漏れ」や「電車」という単語を手がかりに，何が話題となっているのかはわかるものの，あ
とは憶測で回答せざるを得ない様子であった。一方，Bに対しては「全文が聞き取れる」という
反応が多く得られている。おそらく，今園行った本実験の被験者たちよりも高いH本語のレベル
の干たちであっても，通常のニュースの聞き取りは，かなり困難であることが予想され，多くの
屡本語を母語としない人々にとって，今圃試論を示した「外国人のための日本語案文」による情
報の伝達は，とても有効と考えられる。
　また，案文マニュアルでは，「給水車」や「余震」といった災害時に繰り返し使われる語彙は，
難度が高くてもそのまま用い，その語を用いた直後に言い替えや説明の表現を続けるように提案
したことは既に述べた。今回の実験について言えば，一回だけの聞き取りで回答を求めたため，
聞き取れなかった語は，そのままになってしまっている。そのため，実験で回答されたものには，
書い替えた後の表現であったり，既知の語彙σ救急車」等）と混同した例もいくつか見られた。こ
ういつた現象を圓附するために，案文マニュアルでは「多少難度の高いことばでも，繰り返し使
うこと」を提案しており，放送などで繰り返し使われることによる学習効果を期待している。し
かし実際に繰り返し聞くことで，これらのことばが本当に理解されるようになるのかどうかにつ
いては，改めて調査をする必要がある。
　また今園の実験では，留学生だけを被験者としたため，これらのことが外国人居住者一般にとっ
ても有効かどうかについては未検証である。さらに今回の聴解実験は，落ち着いた状況で行って
いるが，心理的に動揺しているときの外国語能力は低下することが予想され，そういった場合に
も耐えられるほどに，今回の表現は十分かどうかについても，今後，追調査する必要がある。
8．おわりに
　検討すべき課題は多い。N本語の文の聞き取りやすさの要因についての先行研究も少なく，わ
かりやすくするための構文やボー一一・ズの取り若子についても，個々に検証すべき点は数多くある。
また，ff本に在住する外国人のN本語使用実態はいかなる状況にあるのか，放送を聞く側の心理
的側面はどのようなものか，さらに，緊急時の現場での実用性，状況が異なるときや他の災害の
場合の汎用性についても検討しなければならない。
　また，被災地以外の臼本人にとって，今團提案したような日本語は，情報効率が悪く，潤いの
ない表現と感じるかもしれない。しかし被災者にとって，簡潔に情報を得ることはとても大切で
あることは雷うまでもない。
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　しかし一方で，案文マニュアルでの必要な情報は簡潔な賃本語で蓑現されているため，子供か
らお年寄りまで，あるいはまた，聴覚障害や視覚障害をもつ人々，さらには混乱した被災地のH
本人にとっても，有益な伝達手段になりそうだという副産物をも得ることができた。
　本研究は，臼本語に不慣れな人々に対する災害時の情報提供の一一つとして，試案を示したもの
である。この試論の妥当性については，今後も言語研究者だけでなく，報道・防災・外国人支援
団体等，多くの分野からの意見を聴取しつつ，研究を深めていかねばならない。今回の研究試論
が，これからの災害時の日本語表現研究の第一歩となることを願っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝　　辞
　穂解実験にあたり，次の皆さまにご協力いただきました。記して感謝申し上げます。内閏万盟子
氏，簡月真壁，金智英氏，郷丸静香氏，武田幸男氏，口弁紀久子氏，および，京町外国語大学留学
生別科・龍谷大学留学生別科・神戸商科大学・京都橘女子大学で実験に参加してくださった留学生
の皆さん。
　また，案文の作成については，NHKの池上彰氏，宇佐美同氏，紫垣喜紀氏，　NHK放送文化研
究所の大西勝也氏，柴口実氏，最上勝也氏のお世話になりました。兵庫県引際交流協会の方々，と
よなか国際交流協会の榎井縁氏，FMわいわいの日比野純一氏，神戸アジアタウン推進協議会の金
静愛氏からは，貴：重な御意見をいただきました。NHK：放送文化研究所の柴田実氏にはテープの録
音にもご協力いただきました。重ねて御礼申し上げます。
?
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3
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?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
本研究は平成10年度文部省科学研究費補助金（創成的基礎研究）「国際社会における黛本語につい
ての総合的研究」（代表：水谷修）によって行われた。
　これまでに，本研究に関わったメンバーは次の通り（五十音順）
井上文子（社：会言語学），江川清（二会言語学），姜錫祐（祇会雪語学），佐藤和之（社会需語学），糞
田信治（社会讐語学），杉原達（文化交流史），陳於華（社会雷語学），ナカミズ・エレン（七会書語
学），前N理佳子（H本語教育学），松閏陽子（E本語教育学），水野義道佃本語学），宮島達夫（日
本語学），米田正入（計量祉会言語学），mング・ダニエル（対照社会言語学）
情報弱者とは，憶険を知らせる情報が送られても，その情報を伝える言語に不潰れなために，
それに対応して行動することができない，あるいは理解が困難なために被災する人。また，自
分の身に危険が差し迫ったり，それを察知しても，その状況を伝える言語に不慣れなために，
救助者に伝えられない，あるいは困難なために被災する人」を意味している。
本稿だけでも，私たちの考えた，災害時の外国人用の情報はどうあるべきかを理解してもらえ
るよう執筆したが，一一々の具体例については同マニュアルを参照いただきたい。
これは，留学生を対象としたものである。
聞き取り調査のコメントによる。
菅野（1970）の調査によると，NHKニュースの平均は1文あたり74字であった。案文マニュアル
では，1文あたり35字以内を濁標に作成している。
「N経ニューースTele¢om」による。
聞き取り調査のコメントによる。95年1月17日の地震発生当初のニュースでは，震度6と報道
されたが，後に，震度7と訂正された。
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9　NHKIの「手話ニュース」のチーフディレクター聖壇喜紀氏によると，　NHK手話ニュースで
　　用いられる音声ニュースの速度は，1分あたり200宇以内ということであり，この速度は，外国
　　人の日本語学習者からも，わかりやすいという反応がよくあるという。
10　「碍経ニュ・一・一・スTelecom」による。
11　5．1．，及び，『災害蒔に使う外国入のためのN本語案文』所収「案文の読み方」参照。
12　ほかに用いた文例は，余震に注意するよう呼びかけるもの，交通の状況についての情報を伝え
　　るもの，ライフラインの状況についての情報を伝えるものである。『災書時に使う外国人のため
　　の日本語案文atの噺たな案文を作るときのために一案文作戒の基準　例2」（p。10），「案文例
　　直後情報2一（1）（2）（3）」（p．16）「案文例　生活・復：【日・安否情報2一（1）」（p．19），「案文例
　　　生活・復旧・安否情報3一（1）（3）（5）」（p．20）を参照いただきたい。
13　回答率がやや低かった文には「こわれそうな建物」という表現が含まれていた。回答内容から，
　　「～そうな～」という表現が，一部の人の理解をやや難しくしたと推測される。実験後に聞き取
　　り調査のコメントも参考にし，修正を行った。
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